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東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

12
月
14
日

【
行
政
報
告
】

▼
外
環
整
備
に
伴
う
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会

（
平
成
29
年
度
第
２
回
及
び
第

３
回
）
に
つ
い
て

▼
外
環
事
業
に
係
る
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

安
全
対
策
特
別
委
員
会

12
月
14
日

【
協
議
事
項
及
び
行
政
報
告
】

▼
新
た
な
機
種
の
調
布
飛
行
場

の
使
用
に
つ
い
て
（
協
議
）

▼
調
布
飛
行
場
の
諸
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
に
係
る
住
民
説

明
会
に
つ
い
て

▼
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

▼
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
の
改
修
整

備
計
画
に
つ
い
て  

▼
東
京
都
調
布
飛
行
場
の
離
着

陸
状
況
に
つ
い
て　

ほ
か
１
件

三
鷹
駅
前
再
開
発
事
業

対
策
特
別
委
員
会

12
月
15
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
駅
前
地
区
に
お
け
る
再

開
発
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

市
庁
舎
・
議
場
棟
等
建
替
え

検
討
特
別
委
員
会

12
月
15
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
三
鷹
市
新
庁
舎
等
整
備
に

関
す
る
市
民
意
向
調
査
」
に
つ

い
て

▼
「
三
鷹
市
新
庁
舎
等
整
備
基

本
構
想
（
仮
称
）
」
策
定
に
向

け
た
「
み
た
か
ま
ち
づ
く
り
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

▼
そ
の
他
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

所
等
整
備
促
進
税
制
」
の
導
入

に
つ
い
て 

ほ
か
１
件

12
月
11
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例

▼
三
鷹
市
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
三
鷹
市
六
小
学
童
保
育
所
Ａ

等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

 

＝
以
上
３
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
30
年
度
標
準
保
険
料
率

等
の
算
定
結
果
に
つ
い
て
（
11

月
仮
係
数
）

▼
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
お
け
る
ニ
ー
ズ

の
見
込
み
及
び
確
保
方
策
の
修

正
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
高
齢
者
計
画
・
第
七

期
三
鷹
市
介
護
保
険
事
業
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
障
が
い
者
（
児
）
計

画
（
素
案
）
に
つ
い
て

 

ほ
か
１
件

12
月
21
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

11
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
環
境
セ
ン
タ
ー
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
被
覆
等
工
事
に
つ
い

て 

ほ
か
１
件

12
月
12
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

（
改
定
）
素
案
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
駐
輪
場
整
備
運
営
基

本
方
針（
仮
称
）素
案
に
つ
い
て

▼
三
鷹
台
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て 

ほ
か
２
件

※　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
管

外
視
察
結
果
報
告
書
を
確
認
し

ま
し
た
。

す
る
「
井
の
頭
文
学
施
設
（
仮

称
）
」
に
関
す
る
整
備
基
本
プ

ラ
ン
（
案
）
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
状
況
に
つ
い
て

▼
大
沢
二
丁
目
古
民
家
（
仮

称
）
整
備
工
事
見
学
会
に
つ
い

て 

ほ
か
１
件

12
月
12
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
井
の
頭
恩
賜
公
園
内
に
建

設
す
る
「
井
の
頭
文
学
施
設

（
仮
称
）
」
に
関
す
る
整
備
基

本
プ
ラ
ン
（
案
）
」
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
さ
れ
た
主

な
意
見
と
同
修
正
案
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ

い
て

▼
三
鷹
中
央
防
災
公
園
中
央
広

場
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
関

す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い

て▼
平
成
29
年
度
東
京
都
児
童
・

生
徒
体
力
・
運
動
能
力
、
生

活
・
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
に

つ
い
て

▼
平
成
28
年
度
三
鷹
市
立
小
・

中
学
校 

児
童
・
生
徒
の
問
題

行
動
等
の
実
態
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
立
第
七
小
学
校
給
食

調
理
業
務
の
委
託
に
つ
い
て

 

ほ
か
２
件

厚
生
委
員
会

11
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
三
鷹
市
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
支
援
窓
口
（
連
携
窓
口
み

た
か
）
」
と
「
三
鷹
市
在
宅
療

養
者
の
後
方
支
援
病
床
利
用
事

業
」
の
開
始
に
つ
い
て

▼
平
成
29
年
度
標
準
保
険
料
率

等
の
試
算
結
果
に
つ
い
て
（
東

京
都
第
３
回
試
算
）

▼
「
民
有
地
を
活
用
し
た
保
育

総
務
委
員
会

11
月
14
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

け
る
寄
付
特
設
サ
イ
ト
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
働
き
方

改
革
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

▼
「
民
有
地
を
活
用
し
た
保
育

所
等
整
備
促
進
税
制
」
の
導
入

に
つ
い
て 

ほ
か
１
件

12
月
８
日

【
議
案
】

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
三
鷹
市
の
適
正
な
債
権
管
理

の
推
進
に
関
す
る
条
例

 

＝
以
上
４
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
推
進

に
つ
い
て

▼
平
成
28
年
度
統
一
的
な
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
（
速
報
版
）

▼
三
鷹
市
職
員
の
働
き
方
改
革

検
討
チ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て

 

ほ
か
１
件

12
月
21
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

11
月
６
日

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
29
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
に
つ

い
て

▼
井
の
頭
恩
賜
公
園
内
に
建
設

市
長
　
対
等
な
立
場
で
目
標
を

共
有
し
、
役
割
分
担
を
明
確
に

し
て
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
目

標
達
成
に
取
り
組
む
も
の
だ
。

こ
う
し
た
理
解
の
下
、
市
民
や

団
体
に
は
自
主
的
、
主
体
的
に

活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
員
　
三
鷹
市
立
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ど
ん
ぐ
り
山
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
議
決

前
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
報
で

大
々
的
に
取
り
上
げ
た
。
市
議

会
と
の
参
加
と
協
働
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
い
な
い
か
。

市
長
　
市
議
会
厚
生
委
員
会
に

報
告
し
た
後
、
広
報
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
市
民
に
対
し
、
市

の
考
え
方
を
伝
え
て
い
る
。

議
員
　
町
会
・
自
治
会
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
が
協
働
事
業
に
関

わ
る
中
、
団
体
内
で
の
強
制
や

専
横
に
よ
り
参
加
者
が
離
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
聞
く
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
強
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
課

や
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も

適
切
な
調
整
を
図
り
、
活
発
な

活
動
の
継
続
を
支
援
し
た
い
。

議
員
　
あ
る
式
典
に
出
席
し
た

際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の

義
務
感
、
負
担
感
を
感
じ
た
。

市
民
と
の
協
働
事
業
に
お
い

て
、
主
体
や
協
働
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

般
財
源
ベ
ー
ス
で
約
４
千
400
万

円
の
影
響
が
あ
る
。

議
員　
国
が
推
進
す
る
政
策
に

対
し
、
自
治
体
が
財
政
負
担
を

さ
せ
ら
れ
て
い
る
現
実
が
あ

る
。
市
は
、
幼
児
教
育
無
償
化

に
よ
る
負
担
の
急
増
に
備
え
つ

つ
、
勝
ち
取
れ
る
も
の
は
勝
ち

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
厚
生
労
働
大
臣
や
官
房

長
官
等
に
直
接
、
財
源
保
障
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
る
。
来
年

度
予
算
に
向
け
て
少
し
で
も
自

治
体
の
声
を
聞
い
た
方
向
性
が

出
さ
れ
る
よ
う
、
年
内
も
機
会

を
捉
え
て
国
の
政
策
形
成
者
へ

要
望
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

議
員
　
幼
児
教
育
無
償
化
の
加

速
に
よ
り
、
自
治
体
の
財
政
負

担
が
急
激
な
も
の
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
を
払
う
べ
き
だ
。
幼

児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的

に
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
本
市
の
予
算
編
成
へ
の
影

響
を
危
惧
し
て
い
る
。
無
償
化

に
伴
い
、
本
市
の
負
担
は
ど
の

く
ら
い
増
え
た
の
か
伺
う
。

市
長　
幼
稚
園
に
子
供
を
通
わ

せ
て
い
る
生
活
保
護
世
帯
の
無

償
化
等
の
実
施
に
よ
る
補
助
金

の
増
額
な
ど
、
26
年
度
か
ら
29

年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
歳
出

ベ
ー
ス
で
約
７
千
万
円
、
国
と

都
の
補
助
金
を
差
し
引
い
た
一

市
長
　
市
内
は
都
条
例
が
適
用

さ
れ
る
が
現
時
点
で
都
条
例
制

定
は
検
討
中
と
の
こ
と
だ
。
都

の
取
り
組
み
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
市
も
対
応
を
考
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
教
員
の
多

忙
化
と
部
活
動
に
つ
い
て
／ 

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
に

つ
い
て

よ
る
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

議
員　
法
が
施
行
さ
れ
た
後
に

民
泊
の
運
用
を
規
制
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
法
施
行
前

に
、
平
穏
な
住
民
生
活
を
守
る

条
例
を
制
定
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
適
切
な
民
泊
の
運

用
に
向
け
た
条
例
制
定
等
の
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
存
を
図
る
趣
旨
で
あ
る
。

議
員　
高
橋
亭
之
助
邸
は
幕
末

に
建
て
ら
れ
た
民
家
で
、
当
時

の
生
活
等
が
分
か
る
よ
き
典
型

だ
っ
た
が
、
現
在
は
解
体
さ
れ

一
部
が
移
築
・
復
元
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
も
の
は
、
そ
の
状
態
の

ま
ま
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
大
型
の
農
家
で
あ
っ
た

た
め
、
用
地
確
保
が
で
き
な
か

っ
た
経
過
が
あ
る
。
今
後
は
、

所
有
者
や
遺
族
の
気
持
ち
を
尊

重
し
、
連
携
し
て
古
民
家
等
の

文
化
財
保
護
に
努
め
た
い
。

議
員
　
市
に
点
在
す
る
文
化
財

の
位
置
や
状
況
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
問
う
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
長　
一
覧

に
し
た
記
録
が
あ
る
。
民
有
地

に
あ
る
も
の
の
変
更
を
記
録
す

る
に
は
、
所
有
者
の
協
力
が
必

要
な
た
め
、
信
頼
関
係
の
構
築

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

市
民
所
有
の
文
化
財

は
、
今
守
ら
な
い
と
将
来
な
く

な
る
も
の
も
多
い
。
所
有
者
へ

の
協
力
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
専
門
家
の
助
言
も
得
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
権
利
関
係

の
中
で
持
続
的
に
保
存
で
き
る

か
、
所
有
者
の
理
解
を
得
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
文
化
財
は
、
様
々
な
時

代
背
景
の
中
で
地
域
の
人
々
の

生
活
や
風
土
と
関
わ
り
合
い
、

生
み
出
さ
れ
、
現
在
ま
で
守
り

伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産

で
あ
る
。
文
化
財
保
護
と
活
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
文
化
財
は
、
地
域
の
愛

着
、
帰
属
意
識
等
の
核
に
も
な

る
も
の
だ
と
考
え
る
。
今
後
も

文
化
財
の
保
護
と
活
用
事
業
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
幕
府
と
尾
張
藩
徳
川
家

の
境
界
を
示
す
御
鷹
場
標
石

は
、
本
市
の
歴
史
的
資
料
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
意
義
と
歴
史
上
の
位
置
付
け

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
問
う
。

市
長
　
三
鷹
市
域
が
御
鷹
場
で

あ
っ
た
こ
と
を
実
資
料
で
示
す

標
石
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
貴

重
で
あ
り
、
指
定
文
化
財
へ
の

指
定
は
、
そ
の
意
義
を
尊
重
し

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

文
化
財
に
対
す
る
意
識
を
高
め

�

保
護
体
制
を
確
立
せ
よ

無
所
属
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
る

�

市
の
負
担
急
増
に
注
意
せ
よ

　
希
望
と
維
新
の
会
　
増
田
　
　
仁
　
議
員

市
民
参
加
と
協
働
に
お
い
て

�

適
切
な
行
政
運
営
を
求
め
る

平
成
29
年
10
月
〜
12
月

市民センター内の鷹場標石


